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こ
の
四
月
に
校
長
と
し
て
赴
任
し
ま

し
た
北
山
で
す
。
職
員
と
力
を
合
わ
せ
、

引
き
続
き
本
県
の
次
代
を
担
う
優
れ
た

農
業
者
の
育
成
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
の
入
学
式
は
四
月
四
日
と
い

う
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
間
が
無
い

中
で
の
挙
行
と
な
り
ま
し
た
が
、
栃
木

県
議
会
、
後
援
会
、
同
窓
会
を
始
め
、

多
く
の
ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
臨
席
を
い

た
だ
き
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
も
四
ヶ
月
が
過
ぎ
、

本
科
の
新
入
生
も
学
校
生
活
や
寮
生
活

に
も
慣
れ
、
授
業
や
自
治
会
活
動
に
意

欲
的
に
取
り
組
む
姿
勢
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
二
年
生
は
、

就
農
の
準
備
や
就
職
活
動
な
ど
、
今
後

の
進
路
を
決
定
す
る
上
で
の
重
要
な
時

期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
学
生
の
希
望
が
叶
う
よ

う
、
職
員
共
々
努
力
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

研
修
科
で
は
、
「
と
ち
ぎ
農
業
未
来

塾
」
に
昨
年
度
を
上
回
る
百
十
二
名
、

「
と
ち
ぎ
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」

に
十
九
名
の
受
講
生
を
お
迎
え
し
今
年

度
の
研
修
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。
最
近
の
農
業
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
を
実
感
す
る
と
共
に
、
本
県
農
業
者

の
育
成
に
携
わ
る
者
と
し
て
心
強
く
思

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
生
自
治
会
活
動
と
し
て
は
、
学
生

自
治
会
総
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の

行
事
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
が
、
中
で

も
東
関
東
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て

は
、
サ
ッ
カ
ー
及
び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で

優
勝
、
軟
式
野
球
で
準
優
勝
す
る
な
ど
、

輝
か
し
い
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

担
い
手
の
減
少
・
高
齢
化
、
耕
作
放
棄

地
の
拡
大
等
に
加
え
、
原
発
事
故
に
伴

う
農
産
物
検
査
態
勢
の
強
化
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
な
ど
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
が
、
本
校
で
確
か
な
農
業
技
術

を
習
得
し
、
併
せ
て
自
立
し
た
人
間
性

の
涵
養
を
図
れ
ば
、
必
ず
や
未
来
は
拓

け
て
く
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
校
は
百
八
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、

今
後
と
も
時
代
の
要
請
に
的
確
に
応
え

る
た
め
日
々
精
進
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
後
援
会
、
同
窓

会
及
び
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
、
引
き

続
き
本
校
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

農
大
だ
よ
り

農
大
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よ
り
十
四
十
四
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四
月
十
九
日
、
講
堂
兼

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
四
年
度
の
事
業
・

決
算
が
承
認
さ
れ
、
今
年

度
の
農
大
祭
な
ど
の
事
業

計
画
・
予
算
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

総
会
に
あ
た
り
、
中
島

佑
人
会
長
か
ら
「
充
実
し

た
活
動
を
し
、
楽
し
く
有

意
義
な
学
生
生
活
に
な
る

よ
う
頑
張
り
た
い
。
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
の
活
動
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

五
月
二
十
一
日
に
恒
例
の
春
季
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
「
農

業
経
営
＋
畜
産
」
と
「
園
芸
（
野
菜
・

花
・
果
樹
）
」
の
二
グ
ル
ー
プ
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
Ａ
Ｂ
二
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

計
四
チ
ー
ム
で
競
い
ま
し
た
。
天
候
に

も
恵
ま
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
綱

引
き
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
（
ク

ロ
カ
ン
）
の
６
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ク
ロ
カ
ン
は
職
員
チ
ー
ム
も
参
加
す

る
な
ど
、
学
生
と
職
員
が
一
緒
に
競
技

を
行
い
、
大
変
白
熱
し
、
盛
り
上
が
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

五
月
二
十
四
日
、
第
二
十
六
回
農

業
大
学
校
東
関
東
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
茨

城
県
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
は
、
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
の

近
く
に
あ
る
、
ひ
た
ち
な
か
市
総
合
運

動
公
園
と
那
珂
湊
総
合
運
動
公
園
の
二

つ
の
会
場
で
、
と
て
も
本
格
的
な
施
設

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
校
は
栃
木
県

農
業
大
学
校
ほ
か
、
茨
城
県
立
農
業
大
学

校
、
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
、
鯉
淵
学
園

農
業
栄
養
専
門
学
校
と
の
四
校
で
、
七
種

目
を
競
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
晴
天
の
暑
い
中
、
屋
外
や
、

体
育
館
内
で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
競
技
中
の
学
生
は
、
い
つ
に

も
増
し
て
、
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
生

き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

【
本
校
の
成
績
】

サ
ッ
カ
ー

優
勝

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

団
体

優
勝

軟
式
野
球

準
優
勝

テ
ニ
ス

団
体

第
三
位

個
人
男
子

第
三
位

（
園
芸
経
営
学
科
果
樹
専
攻

二
年

尾
崎

拓
海
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

第
四
位

女
子

第
二
位

卓
球

団
体

第
四
位

個
人
男
子

準
優
勝

（
畜
産
経
営
学
科
二
年

小
垰

篤
史
）

キ ャ ン パ ス ラ イ フ
（２５年４月～７月）

学
生
自
治
会
総
会

熱
戦
！

「
春
季
・
校
内
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」

「
第
二
十
六
回
農
業
大
学

校
東
関
東
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」

（
鯉
淵
学
園
農
業
栄
養
専
門
学
校
開
催
）
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本
科
２
年
生
へ
の
就
農
意
欲
向
上
及

び
４
Ｈ
活
動
な
ど
地
域
活
動
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
目
的
と
し
て
六
月
十
三
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

既
に
就
農
し
た
卒
業
生
を
講
師
に
招

い
て
全
体
会
、
分
科
会
に
分
け
て
講
師

か
ら
経
営
内
容
や
就
農
の
動
機
、
学
生

時
代
の
経
験
談
を
説
明
さ
れ
、
在
校
生

と
の
意
見
交
換
の
な
か
、
就
農
に
向
け

た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し
た
。

将
来
先
輩
方
の
よ
う
に
地
域
で
活
躍

で
き
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
た
卒
業
生
は

次
の
方
々
で
す
。
（
氏
名
、
出
身
地
、

卒
業
年
度
、
学
科
・
コ
ー
ス
、
経
営
内

容
）

・
船
山
瑛
子
さ
ん
、
那
須
烏
山
市
、
二

十
一
年
、
作
物
、
米
＋
麦
＋
大
豆

・
梁
島
亮
太
さ
ん
、
壬
生
町
、
十
九
年
、

園
芸
・
野
菜
、
い
ち
ご

・
宇
土
平
和
幸
さ
ん
、
下
野
市
、
十
七

年
、
園
芸
・
花
き
、
コ
チ
ョ
ウ
ラ
ン

・
中
山
陽
樹
さ
ん
、
那
須
烏
山
市
、
十

七
年
、
園
芸
・
果
樹
、
な
し
＋
米
＋

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ

・
田
島
大
典
さ
ん
、
佐
野
市
、
十
五
年
、

畜
産
、
酪
農

師講

七
月
二
十
日
、
寮
生
の
親
睦
を
深
め
、

明
る
く
楽
し
い
寮
生
活
が
送
れ
る
よ
う

寮
生
会
事
業
部
が
中
心
と
な
り
、
「
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
農
業
経
営
学
科

二
年
生
二
十
五
名
に

新
た
に
一
年
生
二
十
三

名
を
加
え
、
合
わ
せ
て

四
十
八
名
の
学
生
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
学
科
で

は
、
土
地
利
用
型
作
物

(

水
稲
・
露
地
野
菜
等
）

に
つ
い
て
の
知
識
技
術

の
習
得
に
努
め
て
い
ま

す
。
一
年
生
で
は
小
麦

の
収
穫
等
、
栽
培
の
基

本
を
中
心
に
農
機
具
の

安
全
な
使
用
方
法
に
つ

い
て
学
び
、
二
年
生
に

な
る
と
各
専
攻
（
水
稲

・
露
地
野
菜
・
加
工
）

に
分
か
れ
自
主
的
な
学

習
へ
と
発
展
し
ま
す
。

〈
水
稲
〉

水
稲
専
攻
で
は
、
学
生
の
興
味
の
あ

る
課
題
を
卒
論
の
課
題
と
し
て
設
定
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
昨
年
に
引
き
続
き

鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
播
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

〈
露
地
野
菜
〉

露
地
野
菜
専
攻
で
は
「
か
ぼ
ち
ゃ

の
空
中
栽
培
」
「
堆
肥
を
利
用
し
た
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
比
較
栽
培
」
等
、
新
し

い
技
術
・
奇
抜
な
栽
培
方
法
の
検
討
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

〈
加
工
〉

加
工
専
攻
で
は
、
農
大
産
の
ト
マ

ト
・
イ
チ
ゴ
等
を
用
い
て
加
工
品
の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

写
真
は
、
卒
業
論
文
で
取
り
組
ん
で

い
る
「
水
稲
の
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
直
播
」

と
「
空
と
ぶ
か
ぼ
ち
ゃ
」
の
様
子
で
す
。

先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

「
就
農
促
進
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
開
催

学 生 た ち の 授 業 実 習 風 景
明 日 の 本 県 農 業 を 担 う 責 任 と 期 待 に 応 え て

寮
生
会
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動

｢
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」
開
催
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○
園
芸
経
営
学
科
野
菜
専
攻

二
年
生
十
四
名
に
、
一
年
生
十
七
名

が
加
わ
り
、
い
ち
ご
と
ト
マ
ト
を
主
に
、

き
ゅ
う
り
な
ど
の
施
設
野
菜
に
つ
い

て
、
学
ん
で
い
ま
す
。

一
年
生
は
、
慣
れ
な
い
新
生
活
か
ら
、

多
少
体
調
を
崩
す
学
生
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
で
は
、
農
大
の
学
生
と
し
て
、

す
っ
か
り
な
じ
み
、
実
習
で
は
、
暑
さ

に
負
け
ず
、
元
気
に
頑
張
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

二
年
生
は
、
手
際
よ
く
実
習
を
進
め

て
い
ま
す
。
課
題
研
究
の
た
め
の
生
育
、

収
量
、
品
質
等
の
調
査
も
終
了
し
、
こ

れ
か
ら
、
調
査
結
果
の
と
り
ま
と
め
、

考
察
が
始
ま
り
ま
す
。

写
真
は
、
ト
マ
ト
の
収
穫
の
様
子
で

す
。

○
園
芸
経
営
学
科
花
き
専
攻

二
年
生
十
名
に
、
一
年
生
八
名
が
加

わ
り
合
計
十
八
名
の
学
生
が
キ
ク
、
ユ

リ
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
等
の
切
花
や
、

シ
ク
ラ
メ
ン
、
洋
ラ
ン
等
の
鉢
花
栽
培

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
栽
培
方
法
や

経
営
管
理
に
つ
い
て
学
習
し
て
い
ま

す
。写

真
は
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
の
出
荷
準

備
の
様
子
と
、
シ
ク
ラ
メ
ン
の
生
育
調

査
の
様
子
で
す
。

○
園
芸
経
営
学
科
果
樹
専
攻

二
年
生
十
名
に
加
え
、
新
た
に
一
年

生
三
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

こ
の
十
三
名
が
ナ
シ
、
リ
ン
ゴ
、
ブ

ド
ウ
等
の
果
樹
の
栽
培
や
経
営
管
理
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。
一
年
生
は

各
種
果
樹
の
基
本
的
な
性
質
や
栽
培
法

を
講
義
と
実
習
に
よ
り
習
得
し
ま
す
。

二
年
生
は
課
題
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ナ
シ
の
課
題
に
取
り
組
む
学

生
が
七
名
、
リ
ン
ゴ
が
二
名
、
ブ
ド
ウ

が
一
名
で
す
。

今
の
季
節
は
ブ
ド
ウ
の
袋
か
け
が
終

了
し
、
作
業
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
写
真
は
ブ
ド
ウ
の
袋
か
け
と
誘
引

の
様
子
で
す
。

○
畜
産
経
営
学
科

新
一
年
生
七
名
が
入
学
し
、
二
年
生

七
名
と
併
せ
て
少
数
精
鋭
の
十
四
名
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
に
比
べ
て
分
娩
が
多

く
、
一
年
生
は
子
牛
の
管
理
を
基
礎
か

ら
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
自
給
飼
料
生
産
に
お
い
て
は
、

各
種
機
械
を
駆
使
し
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル

サ
イ
レ
ー
ジ
調
整
を
学
ん
で
い
ま
す
。
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放
射
性
物
質
に
関
す
る
基
礎

知
識
や
安
全
・
安
心
な
農
産

物
の
生
産
に
つ
い
て
学
習
す

る
た
め
、
獨
協
医
科
大
学
Ｒ

Ｉ
セ
ン
タ
ー
放
射
性
管
理
部

高
橋
克
彦
先
生
及
び
県
農
政

部
経
営
技
術
課
、
経
済
流
通

課
の
職
員
を
迎
え
、
「
放
射

性
物
質
理
解
促
進
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演
に

は
本
科
一
年
生
全
員
が
参
加

し
、
放
射
性
物
質
の
基
礎
、

人
体
へ
の
影
響
、
農
産
物
の

放
射
性
物
質
低
減
技
術
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
等
に
つ
い

て
真
剣
に
学
び
ま
し
た
。

六
月
五
日
（
水
）
に
、
県
内
農
業
関

連
高
校
七
校
の
生
徒
七
十
七
名
が
、
本

校
を
一
日
体
験
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
学
校
の
概
要
説
明
や
、

ほ
場
・
実
習
施
設
な
ど
の
見
学
、
学
生

食
堂
で
の
昼
食
、
各
出
身
高
校
の
先
輩

た
ち
と
の
交
流
交
歓
、
希
望
学
科
の
専

攻
実
習
見
学
な
ど
、
学
生
生
活
を
体
験

し
ま
し
た
。

八
月
七
日
（
水
）
に
は
、
農
業
大
学

校
入
学
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
し

た
「
第
二
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

を
開
催
し
ま
す
。

○
先
進
的
経
営
体
実
習

(

本
科
学
生)

八
月
二
十
三
日(

金)

～
九
月
三
十
日(

月)
○
意
見
発
表
会

十
月
十
八
日(

金)

○
秋
季
校
内
ス
ポ
ー
ツ
大

会
・
収
穫
祭

十
一
月
六
日(

水)

○
第
三
十
七
回
農
大
祭

十
一
月
二
十
三
日(

土)

～
二
十
四
日(

日)

○
防
災
訓
練

十
二
月
六
日(

金)

○
本
科
卒
業
論
文
発
表
会

一
月
三
十
一
日(

金)

○
卒
業
式

三
月
十
四
日(

金)

栃
農
大

君
が
輝
く

第
一
歩

本
県
農
業
の
次
代
を
担
う
資
質
の
高
い

農
業
経
営
者
を
、
実
践
的
教
育
に
よ
り

育
成
す
る
た
め
、
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

出
願
期
間

・

推
薦
入
学
試
験

九
月
十
三
日
（
金
）

〜
九
月
二
十
七
日(

金)

・

一
般
入
学
試
験
前
期

十
一
月
二
十
五
日
（
月
）

〜
十
二
月
六
日
（
金
）

・

一
般
入
学
試
験
後
期

二
月
六
日
（
木
）

〜
二
月
十
四
日
（
金
）

試
験
期
日

・

推
薦
入
学
試
験

十
一
月
一
日
（
金
）

・

一
般
入
学
試
験
前
期

一
月
十
日
（
金
）

・

一
般
入
学
試
験
後
期

二
月
二
十
七
日
（
木
）

推
薦
及
び
前
期
試
験
の
合
格
者

が
募
集
人
数
に
達
し
た
場
合

は
、
後
期
試
験
を

実
施
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

合
格
発
表

・
推
薦
十
一
月
十
五
日
（
金
）

・
一
般
（
前
期
）
一
月
三
十
日

（
木
）

・
一
般
（
後
期
）
三
月
四
日

（
火
）

研
修
科
は
、
農
業
の
担

い
手
を
目
指
す
意
欲
あ
る

人
に
対
し
、
農
業
経
営
に

必
要
な
基
礎
知
識
の
習

得
、
農
村
起
業
活
動
を
支

援
す
る
た
め
の
研
修
や
農

業
経
営
者
と
し
て
の
資
質

の
向
上
を
図
る
た
め
の
研

修
並
び
に
農
業
機
械
利
用

に
関
す
る
研
修
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

１
就
農
準
備
校
「
と
ち
ぎ
農

業
未
来
塾
」

社会人としての知識と教養を目指して

放
射
性
物
質
講
座

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

開
催

これからの主な行事
(平 成２５年９月～平成２６年３月 )

平成２６年度 学生募集 について

研 修 科 の 紹 介
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と
ち
ぎ
農
業
未
来
塾
は
、
平
成
十

九
年
度
に
開
校
し
、
今
年
度
で
七
年
目

と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
四
月
十
一
日
か
ら
、
延

べ
百
二
十
七
名
、
実
百
十
二
名
の
研
修

生
が
将
来
の
就
農
へ
の
希
望
を
持
っ
て

研
修
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

研
修
生
の
経
歴
は
様
々
で
、
年
齢
的

に
も
十
代
か
ら
六
十
代
ま
で
と
幅
広
く

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
定
年
帰
農
希
望
者
研
修

平
日
の
受
講
が
困
難
な
勤
労
者
等
を

対
象
に
、
土
曜
日
に
開
講
し
ま
す
。
研

修
期
間
は
四
月
か
ら
一
月
で
、
基
礎
的

な
栽
培
技
術
に
関
す
る
講
義
並
び
に
作

物
栽
培
及
び
農
業
機
械
に
関
す
る
実
習

を
行
い
ま
す
。
研
修
生
は
、
県
内
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
三
十
八
名
で
す
。

◎
新
規
就
農
希
望
者
研
修

①
基
礎
コ
ー
ス

研
修
期
間
は
四
月
か
ら
三
月
で
、
基

礎
的
な
栽
培
技
術
に
関
す
る
講
義
並
び

に
作
物
栽
培
及
び
農
業
機
械
に
関
す
る

実
習
を
行
い
ま
す
。
研
修
生
は
、
県
内

外
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
四
三
名
で
毎
週

木
曜
日
に
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
専
門
コ
ー
ス

研
修
内
容
は
、
各
作
目
に
関
す
る
専

門
的
な
栽
培
技
術
に
関
す
る
講
義
と
実

習
で
す
。
昨
年
度
か
ら
、
研
修
成
果
の

実
践
力
を
考
慮
し
、
専
攻
の
構
成
を
一

部
組
み
替
え
ま
し
た
。
研
修
生
は
、
県

内
外
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
四
六
名
で

す
。
い
ち
ご
、
施
設
野
菜
、
露
地
野
菜

及

び

果

樹

の

各

専

攻

に

分
か
れ
、

毎
週
月
、

水

及

び

金

曜

日

に

、

研

修

を

実

施

し

て

い
ま
す
。

２
食
と
農
の
起
業
家
養
成

研
修

本
県
が
推
進
す
る
食
の
街
道
づ
く
り

や
農
業
の
六
次
産
業
化
を
支
援
す
る
た

め
、
農
村
起
業
グ
ル
ー
プ
、
起
業
を
希

望
す
る
農
業
者
を
対
象
に
実
施
し
ま

す
。
農
村
起
業
に
関
す
る
考
え
方
や
近

年
の
動
向
等
の
概
論
を
学
ぶ
基
礎
講
座

に
加
え
、
惣
菜
や
菓
子
等
加
工
技
術
の

習
得
並
び
に
食
品
加
工
所
の
管
理
運
営

に
必
要
な
制
度
を
学
ぶ
専
門
講
座
の
全

四
回
の
研
修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
内
容
の
公
表
と
研
修
生
の
募
集

は
こ
れ
か
ら
で
す
。

３
と
ち
ぎ
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル

経
営
意
欲
の
あ
る
農
業
者
に
対
し

て
、
農
業
経
営
者
と
し
て
の
資
質
の
向

上
を
図
る
た
め
の
研
修
で
す
。
経
営
の

高
度
化
を
目
指
す
農
業
者
を
対
象
と
し

て
、
経
営
に
必
要
な
専
門
的
な
知
識
を

学
ぶ
と
共
に
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
指
導
の
下
、
受
講
生
自
ら
が
経
営
課

題
を
整
理
・
分
析
し
、
今
後
の
経
営
発

展
を
図
る
た
め
の
「
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
、
実
践
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
ま
す
。
全
国
で
活
躍
す
る

専
門
家
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
経
営
者

と
し
て
の
意
識
改
革
を
促
す
と
共
に
、

販
売
戦
略
や
財
務
・
労
務
管
理
等
の
専

門
的
な
知
識
・
技
術
に
関
す
る
講
義
・

演
習
を
と
お
し
て
経
営
の
高
度
化
が
図

れ
る
プ
ロ
農
家
を
育
成
し
ま
す
。

本
年
度
は
、
県
内
各
地
か
ら
十
九
名

の
研
修
生
が
集
ま
り
，
七
月
二
日
に
開

講
し
ま
し
た
。
研
修
は
来
年
三
月
ま
で

に
十
八
回
開
講
す
る
予
定
で
す
。

４
農
業
機
械
研
修

農
業
者
及
び
就
農
予
定
者
を
対
象
と

し
、
農
業
機
械
利
用
の
専
門
的
知
識
技

能
に
つ
い
て
研
修
し
ま
す
。

①
農
業
機
械
士
養
成
研
修

農
業
機
械
の
効
率
か
つ
安
全
な
利
用

に
関
す
る
高
度
な
知
識
・
技
術
の
研
修

（
前
期
）
及
び
け
ん
引
免
許
の
取
得
（
後

期
）
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

②
農
業
機
械
安
全
効
率
利
用
研
修

農
作
業
事
故
防
止
、
ト
ラ
ク
タ
ー
・

コ
ン
バ
イ
ン
等
の
保
守
管
理
技
術
と
作

業
技
術
に
つ
い
て
の
研
修
で
す
。
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今
日
、
農
業
農
村
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
山
積
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
東
日

本
震
災
、
原
発
事
故
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
不
安

定
な
気
象
等
。
大
自
然
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
が
、
そ
れ
以

外
の
こ
と
は
、
必
ず
達
成
で
き
る
も
の

で
あ
る
と
信
じ
た
い
。

中
央
で
は
、
こ
こ
に
き
て
や
っ
と
農

業
農
村
の
活
力
プ
ラ
ン
等
の
議
論
が
ス

タ
ー
ト
し
た
よ
う
だ
。
つ
い
て
は
、
地

域
の
意
見
を
充
分
聞
き
、
現
場
の
実
況

を
把
握
し
つ
つ
活
力
あ
る
創
造
プ
ラ
ン

を
と
り
ま
と
め
る
よ
う
要
望
し
た
い
。

「
農
業
な
く
し
て
国
の
繁
栄
は
な
い
」

こ
と
を
よ
く
よ
く
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
本
県
で
は
「
新
と
ち
ぎ
元
気
プ
ラ

ン
」
の
推
進
と
し
て
、
農
産
物
の
安
全

安
心
の
Ｐ
Ｒ
、
人
材
育
成
等
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
転
換
期
に
き
て

い
る
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
、
特
に
世
界

の
動
向
を
監
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

成
功
の
秘
訣
の
中
で
最
も
重
要
な
こ

と
は
「
人
と
う
ま
く
や
っ
て
い
く
方
法

を
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」
こ
れ
は

ア
メ
リ
カ
第
二
十
六
代
大
統
領
セ
オ
ド

ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
言
葉
で
あ
る
。

又
「
仕
事
ほ
ど
人
を
活
気
づ
け
る
も
の

は
な
い
」
と
よ
く
聞
か
さ
れ
る
。
農
業

農
村
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
農
業
実

践
者
、
経
営
者
、
指
導
者
の
熱
意
が
根

源
的
条
件
で
し
ょ
う
。
学
問
や
知
識
よ

り
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
支

援
す
る
の
は
、
同
窓
会
と
し
て
、
一
つ

の
役
目
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
農

大
の
充
実
発
展
に
協
力
す
る
と
同
時
に

同
窓
会
の
「
す
そ
野
」
の
活
性
化
を
図

っ
て
更
な
る
強
化
策
と
未
結
成
地
域
の

支
部
結
成
を
図
り
ま
し
ょ
う
。
農
の
絆

を
深
め
ま
し
ょ
う
。
「
持
ち
味
を
生
か

せ
ば
、
み
な
役
に
立
つ
」
輝
く
農
大
、

農
の
心
、
農
の
風
が
「
と
ち
ぎ
の
絆
」

と
な
っ
て
発
展
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
に
は
恒
例
の
農
大
祭
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
県
内
外
か
ら
毎
年
多
数

の
ご
来
校
者
が
あ
り
、
同
窓
会
コ
ー
ナ

ー
を
工
夫
し
て
設
置
い
た
し
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
来
校
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

夢
と
希
望
の
あ
る
母
校
。
農
の
こ
こ

ろ
の
鐘
の
な
る
清
い
原
の
丘
農
大
に
重

ね
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
同
窓
会

事
業
計
画

・
入
学
式
、
卒
業
式
へ
の
出
席

・
同
窓
会
入
会
式
へ
の
出
席

・
役
員
会
・
総
会
開
催

・
全
国
及
び
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
同
窓
会

長
会
議
出
席

・
農
大
だ
よ
り(

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー)

作
成

・
「
農
業
大
学
校
に
関
す
る
要
望
書
」

を
県
へ
提
出

・
農
大
祭(

十
一
月
二
十
三
日
、
二
十

四
日)

へ
の
参
加

活
動
方
針

・
結
成
支
部
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
未
結
成
支
部
の
早
期
結
成
を

推
進
し
、
同
窓
会
の
強
化
を
図
る
。

・
農
業
大
学
校
の
実
践
教
育
・
学
生

募
集
等
に
対
す
る
協
力
及
び
援
助

を
行
う
。

・
会
の
発
展
と
円
滑
な
運
営
を
図
る

た
め
の
役
員
会
等
を
開
催
す
る
。

・
そ
の
他
、
同
窓
会
の
目
標
達
成
に

必
要
な
活
動
を
行
う
。

＊
詳
細
は
、
農
業
大
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

同
窓
会
コ
ー
ナ
ー)
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

三
月
十
四
日
、
鈴
木
源
男
会
長
出
席

の
も
と
、
平
成
二
十
四
年
度
同
窓
会
入

会
式
が
挙
行
さ
れ
、
本
年
度
は
本
科
卒

業
生
六
十
八
名
を
新
入
会
員
に
迎
え
ま

し
た
。

在
校
生
を
代
表
し
て
野
菜
専
攻
に
在

籍
し
て
い
る
中
島
佑
人
さ
ん
が
、
「
先

輩
方
は
、
講
義
や
実
習
、
寝
食
を
共
に

し
て
友
情
を
深
め
あ
っ
た
寮
生
活
、
地

域
の
農
業
者
の
仕
事
に
対
す
る
熱
意
を

肌
で
感
じ
た
先
進
的
経
営
体
実
習
な

ど
、
数
多
く
の
思
い
出
が
浮
か
ん
で
く

る
事
と
思
い
ま
す
。
私
達
が
農
大
生
と

し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
学
生
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
の
は
、
先
生
方
の
御
指
導

も
あ
り
ま
す
が
、
時
に
は
厳
し
く
、
時

に
は
優
し
く
御
指
導
い
た
だ
い
た
先
輩

方
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

先
輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
農
業
大
学

校
の
良
い
と
こ
ろ
を
引
き
継
ぎ
、
よ
り

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
り
、
先
輩
方

の
よ
う
な
担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
人

材
に
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
先
輩
方

に
は
御
卒
業
後
も
折
り
に
触
れ
、
私
達

を
御
指
導
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

卒
業
生
皆
様
方
の
御
健

康
と
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
」
と
、
挨
拶
し
ま
し
た
。

同
窓
会
入
会
式

ー
農
の
心
発
信
地
ー

希
望
へ
の
道

大
き
な
輪
を

栃
木
県
農
業
大
学
校

栃
木
県
農
業
大
学
校

同
窓
会
会
長

鈴
木

源
男
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私
は
今
、
国
際
農
業
者
交
流
協
会
が

主
催
す
る
海
外
農
業
研
修
で
オ
ラ
ン
ダ

農
業
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
月
に

渡
欧
し
、
初
め
の
３
週
間
は
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
な
が
ら
語
学
や
生

活
や
文
化
を
学
び
ま
し
た
。
現
在
は
オ

ラ
ン
ダ
の
北
部
で
チ
ー
ズ
製
造
と
酪
農

の
研
修
を
し
て
い
ま
す
。

私
の
研
修
農
家
は
家
族
経
営
で
、
搾

乳
牛
約
八
十
頭
を
飼
育
し
て
お
り
、
ゴ

ー
ダ
チ
ー
ズ
と
エ
ダ
ム
チ
ー
ズ
を
作
っ

て
い
ま
す
。
仕
事
は
主
に
チ
ー
ズ
製
造

で
、
最
近
は
搾
乳
も
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
が
日
本
と
全

く
違
う
と
思
っ
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で

は
沢
山
の
人
が
農
業
に
関
心
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
多
く
の
農
場

は
農
場
解
放
日
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の

日
は
誰
で
も
農
場
を
見
学
で
き
ま
す
。

近
所
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
い
所
か
ら

来
る
人
が
沢
山
い
て
、
お
祭
り
の
よ
う

な
賑
わ
い
で
す
。
そ
こ
で
い
ち
ば
ん
目

に
付
く
の
は
家
族
連
れ
や
友
達
と
来
て

い
る
子
供
達
で
す
。
楽
し
そ
う
に
農
場

を
見
学
し
て
い
る
姿
は
、
日
本
で
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
素
晴
ら
し
い
光
景
で

し
た
。
小
さ
い
時
か
ら
少
し
で
も
農
業

に
触
れ
る
こ
と
で
、
大
人
に
な
っ
て
も

関
心
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

私
が
酪
農
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か

け
は
些
細
な
こ
と
で
し
た
が
、
な
ん
と

も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
酪
農
と
い
う
存

在
が
、
勉
強
し
て
い
く
う
ち
に
自
分
の

中
で
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

沢
山
の
人
と
出
会
い
、
繋
が
り
を
も
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
海
外
研
修

も
、
迷
っ
て
い
た
私
の
背
中
を
押
し
、

私
に
期
待
し
て
く
れ
て
い
る
沢
山
の
人

達
の
お
か
げ
で
実
現
し
た
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

私
が
学
生
の
間
に
大
切
に
し
て
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
人
と
の

関
わ
り
と
、
色
々
な
も
の
を
見
る
こ
と

で
す
。
少
し
で
も
興
味
を
も
っ
た
ら
、

積
極
的
に
農
業
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
、
沢
山
の
人
と
対
話
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
全
て
の
き
っ
か
け
と
い
う
も

の
は
自
分
自
身
か
ら
湧
い
て
く
る
よ

り
、
他
者
と
の
関
わ
り
や
外
部
と
の
対

話
の
中
に
多
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。
私

を
信
じ
、
き
っ
か
け
を
く
れ
た
人
達
に

次
は
私
が
き
っ
か
け
を
あ
げ
ら
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
一
年
の
研
修
を
有
意
義
な

も
の
に
し
、
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

五
月
三
・
四
・
五
日
‐
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ｃ
オ

ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ツ
北
地
域
派
遣
の
研
修

生
の
春
季
会
合
で
ド
イ
ツ
へ

オ
ラ
ン
ダ
で
描
く
夢

平
成
二
十
四
年
度

本
科

畜
産
経
営
学
科

卒
業

清
永

美
香


